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組織体制面からみたITSの特徴
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✓ 交通に関する課題を情報通信技術で解決

✓ 様々な要素技術の統合

✓ 官と民の協働

✓ 分野横断的，（官の場合）省庁横断的

多くの分野，組織が協働する必要性



出典：国土交通省資料
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９つの開発領域（ITSシステムアーキテクチャ）
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出典：http://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-html/now/sisaku/system-a/19991105.html
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ITSの推進体制（2001年作成）

出典：https://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-html/2002HBook/section1/index.html
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「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第2期
自動運転（システムとサービスの拡張）」の研究体制

出典：http://www.sip-adus.go.jp/sip/

http://www.sip-adus.go.jp/sip/
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東京大学生産技術研究所次世代モビリティ研究セン
ター（ITSセンター）は、日本で初めて、土木・交通工

学、機械・制御工学、情報・通信工学などの各分野
が同時横断的に連携してITSの研究開発を行う大学
研究組織です。



モビリティ・イノベーション連携研究機構
Mobility Innovation Collaborative Research Organization,

The University of Tokyo (UTmobI)
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✓ 2018.7.1設立
✓ 異分野融合・産官学連携によるモビリティ研究に10年以上の実績がある生産技術研
究所の次世代モビリティ研究センター（ITSセンター） を中心に、生産技術研究所、新
領域創成科学研究科、空間情報科学研究センターの3部局が連携した学内機構

✓ 2019.7.1に8部局の連携体制に拡充 （法学政治学研究科，工学研究科，情報理工学
系研究科，未来ビジョン研究センター，先端科学技術研究センター）



9モビリティ・イノベーション推進連絡協議会
（会長：須田東京大学モビリティ・イノベーション連携研究機構長）

・金沢大学 新学術創成研究機構 未来社会創造コア 自動運転ユニット

・九州工業大学 自動運転・安全運転支援総合研究センター

・群馬大学 研究・産学連携推進機構 次世代モビリティ社会実装研究センター

・慶応大学 モビリティカルチャー研究センター

・筑波大学 人工知能科学センター

・東京大学 モビリティ・イノベーション連携研究機構

・東京農工大学 スマートモビリティ研究拠点

・東北大学 未来科学技術共同研究センター

・同志社大学 技術・企業・国際競争力研究センター

・同志社大学 モビリティ研究センター

・名古屋大学 未来社会創造機構 モビリティ社会研究所

・日本大学 生産工学部 自動車工学リサーチ・センター

・明治大学 自動運転社会総合研究所

・横浜国立大学 モビリティ社会研究所
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東京大学モビリティ・イノベーション
連携研究機構の活動



出典：ITSセンターHP



出典：ITSセンターHP



13



14

出典：ITSセンターパンフレット



15

出典：大口研究室パンフレット



出典：ITSセンターHP
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出典：ITSセンターHP



GPS GPS

760MHz
双方向通信

自動車
マツダ アテンザ

ASV-5

路面電車
広島電鉄 1000形
PICCOLA

路面電車では、

・ 音声案内
・ ディスプレイ表示

で運転手に注意喚起

自動車では、

・ 喚起チャイム音
・ ヘッドアップディスプレイ表示
・ シートの振動

でドライバーに注意喚起

・ 位置情報
・ 速度と進行方向
・ ウィンカーの有無

などの情報を交換

各々で受信した情報と
自車情報を分析

危険と判断したら
運転手/ ドライバーへ

注意喚起

路面電車－車間通信の公道実証実験
（広島市）
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2019.11.6

日本経済
新聞

2019.11.6

中国新聞
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出典：ITSセンターパンフレット
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出典：官民 ITS 構想・ロードマップ 2019 （2019.6.7，高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部・ 官民データ活用推進戦略会議



教育・人材育成・社会還元

⚫ITSセミナー： 中央のみならず地域
のニーズに即したITSを普及促進させ
るため，各地の研究機関と共同のセミ
ナーを年2～3回程度開催している．

⚫講座・講義： 一般向けには「社会人
のための専門講座」を年1回，学生向
けには年2コマの授業を開講し，人材
の育成を目指している．

⚫特別研究会： 産官学の各方面から
講師を招き，最新の話題提供と懇談を
通して講師と参加者との活発な意見交
換を行っている（概ね月1回開催）．
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2019.11.27

開催済



東京大学のキャンパスがある柏市

政府の「ITS実証実験モデル都市」に選定（全国4都市）

産学官が連携して柏ITS推進協議会を設立（2009）

柏市をフィールドとする様々な取り組み

千葉県柏市における実証的プロジェクト
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✓ 企画部会
✓ 交通情報利活用部会
✓ 中心市街地活性化部会
✓ 公共交通部会
✓ 新車両検討部会



移動に関する情報の活用
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プローブ情報を含め、移動に関する様々な情報を収集し、交通状況の評価・
予測・可視化を実現

16

16

6

6

全体的な
速度低下

並行する県道の
速度低下

幹線道路の
速度低下

柏IC

柏の葉キャン
パス駅

柏駅
2018.1.22 18:00

のデータ

悪天候下の交通の
状況（例：大雪）
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自動運転バスの営業運行実証実験
（2019.11.1～）
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国際連携

国内外の大学や研究機関との間で，共同研究やシンポジウムの共催，
研究者や学生の相互訪問、施設利用や情報交換を行うこと等を定め
た研究協力協定を締結し，外部との連携を積極的に進めている．
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自動運転に係わる海外研究機関との共同研究の推進に向けた
連携体制の構築

A. 海外研究機関との連携環境整備と研究テーマ形成の促進

①政府レベルの国際連携における、海外研究機関との連携に向けた環境整
備

②専門家レベルにおける、海外研究機関と連携する研究テーマ形成の促進

③自動運転関連研究のデータベースの構築

B. 自動運転分野における国際連携の研究を促進する組織の設立
計画の立案並びに調整
④持続的な連携モデル（組織形態、構成員等）の検討

⑤組織設立計画の立案（2022年度上期に準備委員会の設定）ならびに調整
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※「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第2期 自動運転（システムとサービス
の拡張）」において「自動運転に係わる海外研究機関との共同研究の推進に向けた
連携体制の構築」にかかる業務を受託



ドイツとの自動運転分野における連携
を支援

⚫ 「自動走行技術の研究開発の推進に関する日独
共同声明」（2017.1）に基づき，具体的活動を展開

※内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）／ドイツ連
邦教育研究省デジタル化・イノベーション研究局

⚫ 検討体制： ステアリング委員会／専門家ワーク
ショップ／定期的な事務レベル会合／調整事務局
等
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御静聴，有り難うございました。


